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北部九州の香椎-犬鳴地域に産する三郡変成帯の塩基性岩には，角閃石，緑簾石，緑泥石，アルバイト，石英±

赤鉄鉱の共生が多産する。この共生に有用な地質温度圧力計がなく，本地域の温度圧力構造はよく分かっていな

かった。本研究では相対地質温度圧力計を用いることによって，調査地域の温度圧力を基準値からの差として見積

もった。用いた反応は， 

 

tremolite + albite = edenite + quartz    

tremolite + clinozoisite + clinochlore +quartz = tschermakite + H2O    

tremolite + clinochlore + albite = glaucophane + clinozoisite + quartz + H2O   

 

である。その結果，調査地域は南に向かって約 100℃温度が上昇していることが分かった。圧力の変化は計算

誤差が大きく，検知できなかった。 

 


